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1. はじめに 
近年インターネットの普及に伴い新たなる
情報伝達メディアとして WEB サイトの利用
が急増してきた．それにより WEB サイトの
数も爆発的に増加している．だがインターネ
ット利用者にとっては無数に増えていく
WEB サイトの中から必要な情報だけを抜粋
し閲覧することは、現状では不可能に近い．
そこで話題性の高い WEB サイトを抽出する
ことができれば、ユーザーは自分が必要とし
ている情報量の多い WEB サイトを閲覧する
事が可能となる． 
現在 WEB サイトを閲覧する際、ユーザー

は主に「YAHOO！」や「Google」などのポ
ータルサイト上の検索システムを使用し、
WEBサイトを閲覧している．ただしこのよう
な既存の検索システムを利用した時には、利
用者が必要としている情報を掲載している
WEB サイトを見つける事が困難である場合
が多い．このような問題に対処するため、各
ユーザーの特性を利用した WEB サイト推薦
に関する研究などが行われている（例えば
[3]）． 
本研究では、サイトの閲覧者数の情報であ
る WEB サイトのアクセス情報を利用する事
により、膨大な WEB サイトの中から話題性
のある WEB サイトを容易に閲覧することが
可能となる方法を提案する． 
2. WEBサイトの流行判定 
2.1 現在の検索システム 
従来の情報検索サービスを利用して目的の
情報を持つWEBサイトを検索するためには、
ある程度の知識と手間が必要とされる．なぜ
なら目的の情報を得るためには、関連する単
語を入力しなければならず、さらに検索され
た複数の WEB サイトの中から必要な情報が
存在するかを確認する必要も生じるからであ
る．しかも WEB サイトの特徴として、どの
ような情報も掲載できるので、その情報の真
偽をも確認しなければならない．1このように

                                                  
†東海大学電子情報学部情報科学科 
School of Information Technology and 
Electronics, Tokai University 
 

して個人での情報検索は情報の検索だけでな
く、似たようなサイトの情報との検証を行い
ながら、どのサイトが一番自分の目的に合う
のかを見極める必要がある．また、検索され
てきた情報が大量であることも稀ではなく、
目的の情報が後半にあった場合にそれを見つ
けることは困難である．そこで、これらの改
善方法として Google [1]では、PageRank [2]
と呼ばれる WEB ページのリンク構造を生か
したアルゴリズムにより上位に表示する
WEBサイトを決定している．PageRankとは、
リンクを支持投票とみなしその投票数により
順位を決定するという考え方に基づいている．
だが、これではサイトに目的の情報が詳細に
掲載されていたとしてもリンクが無ければ上
位に反映されることはなく、下位に位置付け
られてしまうという問題がある． 

2.2 流行のサイトの抽出 
本研究は、アクセス数を利用することによ
り、話題性のある流行のWEBサイトを抽出
する事を目的としている． 
アクセス数はWEBサイトを閲覧すると増

えるため、WEBサイトの人気を表す最も基本
的なデータであると位置づけられる．例えば
アクセス数が急増しているサイトは、現在利
用者が必要としている情報が掲載されている
WEBサイトであると考えられる．そこで、ア
クセス数を使い、話題性のある情報を持つ流
行WEBサイトを抽出すれば、利用者が必要
としているWEBサイトを閲覧することが容
易になると思われる．  
2.3 アクセス情報の解析 
本研究では実際に運用されている WEB サ

イトのアクセス数を用いて話題性のある
WEBサイトを選別する方法を提案する． 

WEB サイトの閲覧者数を表すアクセス数
は様々な要因により常に変化している．その
主な要因の一つとして、WEBサイトの内容が
話題性の高い内容を持つ時に上昇する事が多
い事が挙げられる．そこで数ある WEB サイ
トの中からアクセス数の上昇率の高い時期の
WEBサイトのみを集める事により、話題性の
ある WEB サイトを集めることが可能となる
と思われる．ただしアクセス数は日々の変動
が激しく、一日ごとの変化率を求めても話題

3-217

4P-3

情報処理学会第68回全国大会



性のある WEB サイトを集めることは不可能
である．そこで WEB サイトの一定期間の平
均と当日のアクセス数を比較する事で、その
WEB サイトに話題性のある情報が掲載され
ているということを確認することが可能と考
えた． 
その他の問題として、WEBサイトに記載さ
れている内容により目的の情報を必要として
いる人数に差が生じる事である．WEBサイト
はアクセス数が少なくなるに従いアクセス数
の変動が激しく、アクセス数が多くなるに従
いアクセス数の変動が少ない傾向があり、上
昇率がどれだけ大きくても、アクセス数が非
常に少ない時には話題性がある WEB サイト
であるとは言えない．この問題を解決するた
めに、アクセス数と上昇率の両方を考慮した
バランスの良い重みをかける必要がある．そ
こでアクセス数を尊重する重みに    
（H は当日のアクセス数）を使用し、変化

率に掛ける事により全ての WEB サイトを同
じ基準で比較することができる． 

 

図１. 流行WEBサイト抽出手順 

 
2.4 流行WEBサイト抽出アルゴリズム 
以下に具体的な手順を説明する 
(1)WEBサイトの当日のアクセス数 を抽

出しデータベースに格納する 
(2)一定期間 nのアクセス数の平均 

を求める 
(3)アクセス数 を平均   で割り変化
率 を求める 
(4)  に重み    をかけ流行判定基準 
を求める   

( )HPR 10log×=  

2.5 実験結果と考察 
15個のWEBサイトのアクセス数に対して
一日ごとのRを求め、以下にRの分布を表す． 

 

図 2. 流行判定基準 Rの分布 
図 2より、流行判定基準 Rの値が大きくな

ることは少ないと判断できる．流行判定基準

R が高い WEB サイトは長期的に見てアクセ
ス数が上がっていることが確認できた．すな

わちこの流行判定基準 Rを使うことにより話
題性のある WEB サイトを判断する事ができ
ると考えられる． 

3. まとめと展望 
流行判定基準 R を求めることにより WEB

サイトの長期的に上昇しているかを判別する
ことができた．この事から無数に存在する
WEB サイトの中から利用価値の高い情報を
持つ WEB サイトの選別ができると言える．
今後はアクセス情報を利用し明確に推薦する
方法を検討して行きたい． 
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